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自然独占の定義と問題点 
 
（復習）完全競争市場 
• 売り手・買い手多数 
• 情報の完全性 
• 財の同質性：同種類の剤を作る企業の生産物は同質である． 
• 参入・退出の自由 

 

市場・特質	 生産者数	 新規参入	 製品差別化	 価格支配力	 例	 

完全競争  多数 容易 まったくなし なし 農業・水産業 

不完全競争  

独占的  

競争  
多数 容易 ある程度あり ある程度あり 

レストラン 

ホテル 

出版業 

寡占  少数 困難 
ほとんどなし 

ある程度あり 

ある程度あり 

ある程度あり 

鉄鋼・石油・ 

ビール・銀行・ 

自動車・週刊誌 

独占  1個 不可能 まったくなし 
あり 

政府による規制 

ファスナー・ 

公益企業 

 
 
• 市場機構によって決まる価格と生産量が	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 と

ならない場合，	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ，とよぶ． 
Ø 市場の（資源配分）機能がうまく働かず，社会的に最適な状態（均衡）

が達成されず，非効率が発生してしまう状況． 



Ø 市場の失敗が発生する原因 
• 自然独占（および寡占） 
• 公共財，準公共財の存在 
• 外部性の存在 
• 情報の非対称性（不完全情報）  

 
 
n 自然独占とは 
自由市場での取引が行われた結果、ある産業が独占的構造になる技術的・経済

的理由を持つこと	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 を持つという。 
 
• 自然独占が生じる原因 

Ø                     が存在する場合、自然独占が生じる。 

 
n 複数の生産物を複数の企業が生産するよりも，単一の企業が生産する方
が安い場合，費用曲線は劣加法性をもつという。 

 
費用の劣加法性が生じる原因 
 
①	                    ：供給規模が拡大するにつれて、財・サービス１単位
あたりの費用である                   が低下する。 

 
ü 「	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 」が発生するような市場は自然独占になる

と言われている． 
• 「	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 」という言い方もされるが，これは「規

模の経済」と同じ意味である． 
「規模に関して収穫逓増」とは？ 
Ø 生産の規模を 2倍，3倍にしていくと，生産量は 2倍以上，3倍以
上に拡大すること。 

 



 
大規模生産のほうが効率的な、大量の資本設備を投入する産業でみられる。 
Ø 大規模な資本設備（	 	 	 	 	 	 	 ）を必要とする産業では、大量生産を
すればするほど生産効率が上昇する。 
ü 生産量の増加にともない，	 	 	 	 	 	 と	 	 	 	 	 	 が減少。 

Ø このような産業を「	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 」と呼び、資本設備の規模が
大きすぎて新規参入が生じないため、「自然独占」とも呼ばれる。 
ü 電気，ガス，水道，通信 

 
 
 

 

 
 

VC：可変費用（Variable cost）。生産量に応じて変化する費用。 
FC:固定費用（Fixed Cost）。生産量の変化にかかわらず一定で変化しない
土地や工場などの費用。 
 

 



 

 
 
②                    ：ある企業が複数の種類の財・サービスを生産すると
きに必要とされるその企業の費用の合計が、個々の財・サービスを単独で

生産するときの費用の合計に比べて小さい。 
ü 複数の種類の財・サービスを生産するときに必要とされる費用の合計
が，個々の財・サービスを別々の企業が生産するときの費用の合計に

比べて小さいことをいう． 
ü 「範囲の経済」が存在する場合，企業は多種類の財・サービスをまと
めて生産するほうが，１種類だけの財・サービスを生産する企業との

コスト競争において有利に立つ． 
ü 複数の種類の財・サービスを生産することで費用が安くなる要因とし
て、                      の存在が挙げられる。 
Ø 例）鉄道，航空機 

ü 複数の財・サービスを生産するほうが安くつくのならば，企業は複数
の市場にまたがって大々的に生産を行うほうが，個別の市場で生産を

行う企業との競争に勝つことになる． 
Ø こうして企業同士が競争することによって，最後にはただ１社だ
けが生き残ることになる． 

 



独占はなぜ維持されるのか？ 
• 生産設備の固定費用が巨額なために新規参入が困難。 
• 固定資本は長期にわたって使用され、他へ転用が困難 

 
 固定費用の埋没性（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ） 
ü 事業に投下した資金のうち、事業の撤退・縮小を行ったとしても回収

できない費用をいう。 
Ø 固定費用が莫大な産業においては，新規企業の参入を困難なもの
にする。 
• 巨額の固定費用が必要な市場で競争に敗れた場合，固定費用

によって作られた土地や工場などの設備は他の用途に転用す

ることが困難であり，転用できたとしても多大な時間を要す

るため，固定費用は回収のできない埋没費用と化す。 
ü 固定費用の埋没性が大きい産業は電力やガスなどの公益事業。 
ü  

 

ネットワーク供給
システム

費用の劣加法性 費用の埋没性 代替競争 自然独占性

公益事業
電気(発電) × ○ ◎ ○ ○
　　　(配電〉 ◎ ◎ ◎ △ ◎
都市ガス(生産) × ○ ◎ ○ ○
　　　　　　(配送) ◎ ◎ ○ ◎ ○
熱供給 ◎ ○ △ ◎ ○
水道 ◎ ◎ ◎ △ ◎

通信・放送
郵便 ◎ △ △ ○ ○
電気通信第1種 ◎(地域内) ◎ ◎ ○ ◎
電気通信第2種 ○ △ △ ○ ○
放送(無線) × ○ △ ○ △
　　　(有線) ◎ ○ △ ◎ ○

運輸
鉄道 ○ ◎ ◎ ◎ ○
国内航空 ○ ○ △ ◎ ○
国内海運 ○ △ △ ◎ △
トラック △ △ △ ◎ △
バス △ △ △ ◎ △
タクシー・ハイヤー × △ △ ◎ △

金融
銀行 ○ ○ × ○ △
証券 ○ ○ × ○ △
生命保険 ○ ○ × ○ △
損害保険 ○ ○ × ○ △


